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成果概要：
本研究では、特に日本語アプリを開発するために必要な日本特有の知識において、コード生成とハルシネーションを調査した。
日本特有の知識を使うコード生成は、アルゴリズム等のグローバルな知識に基づくコード生成より、ハルシネーションを起こしやすかった。
単に、日本の知識が足りないわけではなく、ドメイン知識とコード生成の知識の距離が推論に影響を与える示唆をえた。

成果のポイント：
我々は社会制度, 文化慣習, 日本語処理に関する
コード生成ベンチマークを新たに開発した。
これらは、アルゴリズム的には簡単であるが、
アルゴリズム系ベンチマーク(JHumanEval)より低い
（ハルシネーションが多かった)
知識の欠如が原因と考えられるが、
一方、各ドメインの知識をQA方式で検査すると、
知識があることが確認される。
ここから、ドメイン知識とコード生成の間には、
推論の距離が存在することが示唆された。
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